
　
　
月
14
日
〜
12
月
17
日
ま
で
、
静

　
　
岡
県
裾
野
市
で
開
か
れ
る
、
女

子
サ
ッ
カ
ー
の
全
国
的
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
合
宿
に
参
加
が
決
ま
り
、
大

き
な
期
待
を
抱
き
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　
同
ト
レ
セ
ン
の
参
加
は
、
昨
年
に

続
い
て
２
回
目
で
、
胆
振
管
内
か
ら

１
人
、
道
内
か
ら
は
14
人
が
選
抜
さ

れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
１
年
で
当
時
の
虻
田
サ
ッ

カ
ー
少
年
団
に
入
り
、
現
在
は
、
中

学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
と
室
蘭
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
「
室
蘭
ア
イ
ス
バ
ー
ズ
」

の
両
方
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　「
今
年
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
」と

思
っ
て
い
た
の
で
、選
抜
決
定
を
聞

い
て「
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
」と
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、「
去
年
は
、
参
加

す
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
反
省
し
、
「
今
年
は
、存
在
感
を

だ
し
て
、自
分
の
長
所
と
短
所
を
確

認
し
た
い
」と
参
加
の
目
的
を
明
言
。

　
今
年
４
月
か
ら
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
経
験
し
、
一
層
サ

ッ
カ
ー
の
魅
力
を
感
じ
「
高
校
に
行

っ
て
も
サ
ッ
カ
ー
は
続
け
た
い
」
と

話
し
ま
す
。
一
方
プ
ロ
の
道
は
と
の

問
い
に
「
ま
だ
ま
だ
で
す
」
と
堅
実

な
一
面
も
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

秦野風香さん（虻田中学校３年）

　
　
田
地
区
、
洞
爺
地
区
そ

　
　
れ
ぞ
れ
で
、
こ
の
時
季

恒
例
の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、

芸
術
の
秋
を
彩
り
ま
し
た
。

　
虻
田
地
区
で
開
か
れ
た
洞

爺
湖
町
総
合
文
化
祭
（
主
催

洞
爺
湖
文
化
団
体
協
議
会
＝

越
前
谷
邦
夫
会
長
）
は
、
ス

テ
ー
ジ
と
展
示
の
２
部
門
で

開
催
。

　
10
月
27
日
、
28
日
の
両
日

に
は
、
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ

ン
タ
ー
で
ス
テ
ー
ジ
部
門
の

発
表
会
が
行
わ
れ
、
満
員
の

観
客
を
前
に
、
歌
や
踊
り
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
展
示
部
門
は
、
11
月

３
日
〜
５
日
の
３
日
間
、
母
と
子
の

館
で
開
か
れ
、
菊
の
展
示
を
は
じ
め

各
種
サ
ー
ク
ル
の
作
品
が
多
く
並
べ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
町
民
囲
碁
大

会
や
虻
田
吹
奏
楽
団
の
定
期
演
奏
会

な
ど
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
地
区
で
も
、
洞
爺
湖
町
民
文

化
祭
（
主
催
と
う
や
文
化
協
会
＝
村

上
隆
昭
会
長
）
の
展
示
部
門
が
、
11

月
３
日
〜
５
日
の
３
日
間
洞
爺
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
絵
手
紙
、

写
真
、
書
道
な
ど
多
く
の
作
品
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
23
日
に
は
、
芸
能
発
表
会
が

同
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
楽
器
演
奏

や
合
唱
、
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
協
賛
バ
ザ
ー
と
し
て
行

わ
れ
た
手
打
ち
蕎
麦
の
販
売
も
好
評

を
博
し
、
会
場
と
な
っ
た
和
室
に
笑

顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

町
内
に
文
化
の
香
り
漂
う

昨年に続く２度目の栄誉
ナショナルトレセンＵ-15に
昨年に続く２度目の栄誉
ナショナルトレセンＵ-15に

菊の展示に見とれる来場者菊の展示に見とれる来場者

広告


